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北
海
道
で
の
大

地
震
の
際
多
く

の
デ
マ
が
飛
び

交

っ

た

そ

う

   （１） 
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だ
。
災
害
時
で
の
情
報
が
、
少

な
い
・
遅
い
・
出
所
不
明
の
情

報
、
正
し
い
情
報
が
届
か
な
い
、

口
伝
え
が
大
き
く
変
わ
っ
て
伝

わ
る
こ
と
も
▼
関
東
大
震
災
の

際
は
、
井
戸
水
に
朝
鮮
人
が
毒

を
入
れ
た
と
い
う
デ
マ
が
飛
び

交
い
、
多
く
の
在
日
の
方
が
虐

殺
さ
れ
た
▼
今
年
の
９
月
１
２

日
、
総
務
省
は
人
員
不
足
の
た

め
、
郵
便
物
の
土
曜
日
の
配
達

を
取
り
や
め
、
平
日
の
み
と
す

る
方
向
で
郵
便
法
の
改
正
を
検

討
し
て
い
る
。
早
け
れ
ば
２
０

１
９
年
に
も
法
改
正
と
い
う
報

道
が
さ
れ
た
▼
つ
い
に
会
社
も

動
い
た
か
、
と
思
い
き
や
、
会

社
側
は
そ
の
日
の
う
ち
に
総
務

省
で
決
定
さ
れ
た
事
実
は
無

く
、
総
務
省
・
当
社
と
も
、
そ

の
よ
う
な
報
道
発
表
を
行
っ
た

事
実
は
な
い
と
、
情
報
文
章
を

各
職
場
に
発
信
▼
あ
る
職
場
の

管
理
者
は
、
デ
マ
に
騙
さ
れ
な

い
よ
う
に
と
言
っ
た
。
複
数
の

報
道
機
関
で
の
発
表
で
あ
り
、

現
場
で
は
配
達
労
働
力
不
足
の

深
刻
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
要
員
不
足
の
中
で
の

報
道
だ
け
に
今
後
の
成
り
ゆ
き

に
注
視
が
必
要
だ
（
ｋ
） 
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９
月
１
０
日
、
東
京
地
本
第
７
回
大
会
要
求
書
を
東
京
支
社
へ
提
出
し
ま
し
た
。
先
の
大
会
で
多

く
の
支
部
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
て
大
会
要
求
と
し
ま
し
た
。 

 

 

大
幅
増
員 

本
社
・
東
京
支
社
も
労
働
力
確

保
が
必
要
で
と
い
う
認
識
に
立
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
向
に

解
決
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
が

原
因
で
超
過
勤
務
の
増
大
、
三
六

協
定
の
特
別
条
項
の
適
用
、
交
通

事
故
・
郵
便
事
故
・
労
働
災
害
の

増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

要
員
問
題
を
解
決
な
し
に
安

心
・
安
全
な
職
場
に
変
わ
る
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
支
社
に

は
具
体
的
な
数
字
を
出
さ
せ
る
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
認
識
で
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
を
確
認
し
、
勤

務
時
間
内
に
終
え
ら
れ
る
人
員
配

置
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

 

勤
務
時
間
管
理 

各
職
場
で
当
然
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
た
だ
働
き
で
す
が
、
会

社
と
し
て
そ
れ
を
根
絶
さ
せ
て
い

く
た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
組
む
の

か
、
勤
務
時
間
管
理
者
の
意
識
改

革
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

を
求
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
勤

務
時
間
管
理
の
出
来
な
い
管
理
者

に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
設
け
る
こ

と
も
求
め
て
い
き
ま
す
。
時
間
外

労
働
は
、
超
過
勤
務
の
対
象
で
賃

金
を
払
う
の
は
当
然
で
す
。
コ
ス 

ト
削
減
の
た
め
に
も
正
し
い
勤

務
時
間
管
理
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

再
配
達
希
望
時
間
帯
の
変
更 

９
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
再
配
達
希
望
時
間
帯
の
変

更
に
関
し
て
は
、
万
全
の
態
勢
で

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
各
職
場
・
各

班
で
の
対
応
に
な
っ
て
い
る
局

所
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
休
憩
・

休
息
時
間
の
曖
昧
な
と
こ
ろ
が

あ
り
、
本
来
服
務
表
を
改
正
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
場
で
は

本
社
・
支
社
か
ら
の
指
示
が
遅
い

し
、
そ
れ
す
ら
な
い
と
言
う
声
が

あ
り
、
業
務
執
行
の
あ
り
方
も
含

め
て
追
及
し
て
い
き
ま
す
。 

 

営
業
活
動 

何
度
言
っ
て
も
な
く
な
ら
な

い
立
替
払
い
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
違
反
を
な
ぜ
根
絶
で
き
な
い

の
か
。
文
章
や
言
葉
だ
け
で
は
無

く
な
り
ま
せ
ん
。
不
適
正
な
営
業

販
売
を
根
絶
さ
せ
る
た
め
厳
し

く
追
及
し
て
い
き
ま
す
。 

 

深
夜
労
働 

今
年
度
は
、
深
夜
労
働
を
行
っ

て
い
る
組
合
員
を
対
象
に
交
流

を
お
こ
な
い
、
要
求
を
ま
と
め
て 

支社は速やかな回答

と 

 
 

 
9 月 10 日 

  

い
き
ま
す
。
ま
た
、
関
東
の
仲
間

も
交
え
て
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

郵
便
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
始

ま
っ
て
以
降
、
多
く
の
職
場
で
深

夜
の
勤
務
密
度
が
濃
く
な
っ
て

い
ま
す
。
休
憩
・
休
息
も
取
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
現
職
死
亡

も
あ
り
、
早
急
な
課
題
と
し
て
求

め
て
い
き
ま
す
。 

 

期
間
雇
用
社
員
関
係 

郵
政
労
契
法
２
０
条
裁
判
と

の
絡
み
が
あ
り
ま
す
の
で
今
後

の
た
た
か
い
に
つ
な
が
る
よ
う

交
渉
し
て
い
き
ま
す
。 

 

渉
外
関
係 

現
在
、
渉
外
で
は
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
た
よ
う
に
詐
欺
ま
が
い

の
募
集
が
お
こ
な
わ
れ
、
高
齢
者

の
少
な
い
貯
金
を
食
い
物
に
し

て
い
ま
す
。
現
場
で
は
、
あ
り
得

な
い
目
標
と
パ
ワ
ハ
ラ
ま
が
い

の
研
修
が
行
わ
れ
お
り
、
そ
の
是

正
と
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

労
働
災
害 

集
中
局
で
は
労
働
災
害
が
絶

え
な
い
状
態
で
す
。
労
働
災
害
の

根
絶
は
早
急
な
要
求
課
題
で
あ

り
、
強
く
改
善
を
求
め
て
い
き
ま

す
。 

 

交渉の場の設定を！ 

 

 

大会要求を提出 

 



                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 
 

 

  

 

★
夏
期
休
暇
・
冬
期
休
暇
の
新

設(

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
及
び
、

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
高
齢
再
雇
用
社

員) 

・
夏
期
休
暇
・
冬
期
休
暇
を
そ

れ
ぞ
れ
１
日
付
与(

特
別
休

暇
・
有
給)

。 

・
申
請
書
は
提
出
時
期
に
な
り

ま
し
た
ら
配
布
。 

※
短
時
間
社
員
か
ら
採
用
さ
れ

た
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
及
び
ア

ソ
シ
エ
イ
ト
高
齢
再
雇
用
社
員

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
休
暇

日
数
を
付
与
。(

夏
期
休
暇
１
日

又
は
２
日
、
冬
期
休
暇
３
日) 

◆
中
央
本
部
は
団
体
交
渉
で

「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
の
み

の
提
案
だ
が
、
夏
期
冬
期
休
暇

の
主
旨
を
勘
案
し
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
言
う
な
ら

期
間
雇
用
社
員
を
置
き
去
り

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
主

張
し
た
の
に
対
し
、
会
社
は

「
長
期
雇
用
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
背
景
と
し
た
制
度
で

あ
り
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
制

度
が
で
き
た
こ
と
か
ら
一
定

の
勤
続
年
数
の
方
を
対
象
と

し
て
設
け
た
」
と
回
答
し
ま
し

た
。「
な
ぜ
１
日
だ
け
な
の
か
」

と
の
問
い
に
は
、「
今
般
の
春

闘
ゾ
ー
ン
の
な
か
で
お
こ
な

っ
た
処
遇
改
善
薬
の
一
つ
と

し
て
提
案
し
た
も
の
」
と
の
回

答
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

均
等
待
遇
の
流
れ
に
逆
行
を

許
し
ま
せ
ん
。
労
働
条
件
引
き

下
げ
の
撤
回
を
！ 

 

  

 

    

（２） 

２０１８年 １０月 １日（土） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

 

   
 

 夏期・冬期休暇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

当
面
の
行
動
日
程 

１
０
月 

６
日 

第
４
回
執
行

委
員
会 

１
０
月
１
０
日 

け
ん
り
総
行

動
東
京
総
行
動 

本
社
前

８
時
４
５
分 

１
０
月
１
０
日 

６
５
歳
裁
判

報
告
集
会 

文
京
シ
ッ
ビ

ク 

１
８
時
３
０
分 

１
０
月
１
４
日 

地
本
レ
ク
・

バ
ス
ツ
ア
ー 

１
０
月
１
９
日 

２
０
条
西
日

本
裁
判
結
審 

１
０
月
２
４
日 

さ
い
た
ま
新

都
心
過
労
自
死
事
件
「
追

求
す
る
会
」
第
６
回
総
会 

 
 

下
落
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー 

１
８
時
３
０

分 

１
１
月
３
日 

安
倍
退
陣
国
会

行
動 

１
１
月
１
８
日 

地
本
秋
の
学

習
会 

１
１
月
１
９
日 

総
が
か
り
行

動 
 

 

 

 
ること、非正規労働者の格差是正について、労契法 20 条裁判での地裁判決を生

かし、組合交渉で格差是正の制度改正をかちとることの重要性が訴えられました。 

 銀座郵便局では、さらに仲間が増え 30 人での宣伝活動となりました。この日、

各職場でのビラ配布行動を行ってから銀座局の行動に集まった組合員からの連帯の

あいさつをはじめ、銀座支部の春闘のとりくみの報告がありました。参加者全体で

18 春闘勝利のシュプレヒコールを行い、本社前集会と院内集会へ合流しました。こ

の後、葛飾新宿局での宣伝行動の予定となっていましたが、雨天荒天のため断念し、

場所を移し地方の仲間も合流し春闘勝利！大交流会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
郵政労契法 

２０条裁判 

東京高裁判決日 

12 月 13 日（木）14：00 東

京高裁 822 号法廷 

 

 

 

９月１４日最高裁前 

 

 

 

  

 

２
０
１
８
年
１
０
月
か
ら
各
種
人
事
制
度
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

あ
た
ら
し
い
シ
リ
ー
ズ
で
解
説
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６５歳を超えた非正規社員の雇い止めの撤

回と６５才雇い止めを定めた就業規則の無効

を求めた裁判で、最高裁は９月１４日、「上告

棄却」という不当判決を出しました。この判

決に対し断固抗議します。 

今、社会の流れは労働力不足のなかで、定

年延長や、高齢者活躍などが叫ばれ、私たち

の職場でも就業規則を無視した形で、６５才

を超えても雇用されているという実態があり

ます。 

最高裁の不当判決を糾弾し、今後も６５才

雇い止めの就業規則の撤廃を求める報告集会

が、原告団、弁護団、支える会、郵政ユニオ

ンの共催で開催されます。 

 

郵政「６５歳解雇裁判」最高裁不当判決 

糾弾！報告集会 

 １０月１０日（水）１８時３０分～２０時 

 文京シビック３F 

６５歳解雇裁判 
 

不当判決に抗議！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０条裁判勝利 

東京地評争議支援行動 

９月２０日本社前で 

小
雨
の
降
る
中
、
９
月
２

０
日
（
木
）
東
京
地
評
争
議

支
援
行
動
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
１
４
時
か
ら
は
郵
政
本

社
前
（
霞
ヶ
関
旧
本
社
）
で

の
行
動
で
し
た
が
、
約
４
０

名
の
支
援
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
司
会
は
鵜
島
特
別
執
行

委
員
が
行
い
、
主
催
者
の
東

京
地
評
常
任
幹
事
・
連
帯
の

挨
拶
に
東
京
地
本
委
員
長
・0

条
裁
判
の
浅
川
原
告
・
郵 

 

政
「
６
５
歳
解
雇
裁
判
」
支
え

る
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
発
言
が

あ
り
、
最
後
は
郡
地
本
執
行
委

員
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
ま
し

た
。 

 



 


